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第Ⅳ部門 富田林における歴史的市街地の形成と残存要因に関する研究

大阪工業大学工学部 学生員 ○宮久保 貴士

大阪工業大学工学部 学生員 佐藤 利秀

大阪工業大学工学部 正会員 岩崎 義一

１．はじめに

中世から近世にかけて大阪平野では寺内町という宗教

自治都市が数多く存在した。その中の富田林は現在でも

寺内町の名残を色濃く映し出す歴史的な市街地が存在す

る。そこで、今回の研究では富田林がどのようにして歴

史的市街地を形成し残存するに至ったのか、その要因に

ついて明らかにする。

２．富田林の史的特性

（１）寺内町富田林の成立と発展の要因：寺内町は中世

後期に発達した真宗寺院を核とした宗教都市であり、戦

国時代に相応しく回りを堀や濠で囲むなどの軍事形態を

取るとともに、領主から商業上の保護を受けていたこと

などから各地から商人が集まり商業都市として繁栄し、

大阪平野にも広く分布していた（図 2-1）。
その中で富田林寺

内町は 1558 年に南
河内地方の石川谷に

建立され、寺内町の

すぐ南には石川が流

れ、南北には東高野

街道、東西には富田

林街道が走る水陸交

通の要衡にあって周

辺農村から集められ

た八人衆を中心とし

て開発が進められ建

設により、商業都市

としての郷を

形成し集積を

高めていた。

この集積発

展には主要街

道の関係が大

きいと考えら

れ、つまり、

かつて豪商で

あり現存する家屋などは東高野街道沿いに高く集積立地

していることなどから、近世期、東高野街道は富田林に

とって特別なもので、富田林の町場は街道によって支え

られ繁栄したといえる（図 2-2）。
（２）卓越した販売網の形成と維持：富田林の近世の繁

栄は特別な商品作物に支えられていたわけではなく、商

品の流通によって支えられた。隣接している寺内町であ

る八尾と久宝寺が繁栄と衰退といった対極の道を進む結

果となったのも販路の違いによるものと考えられ、近世

期、都市の発展には商品流通が重要な役割を担っていた

といえる。

商品の流通を河内地方の代表的な商品作物である木綿

を例にすると、富田林は大阪市場では無く近江市場と取

引を行っていた。近

江商人は大阪商人に

比べ木綿の高価格で

買取っており、近江

市場との取引は有益

なものであったとい

える（図 2-3）。
また、近江市場へは

八尾の木綿問屋も販売

を行っていたが、富田

林は近江地方の中でも

城下町の彦根や宿場町

の高宮（現彦根市）な

どに独占的に販売する

ことができた（表

2-1・2）。取引回数が
最も多い彦根藩の近江商人は、近世期、御用金を払うこ

とで苗字帯刀が許され、郷士の待遇を与えられるなど優

遇され特別な存在であった。つまり、富田林は有益な近

江市場において特別な近江商人と独占的に取引を行えた

ことで富田林の木綿問屋は木綿の高価販売が可能になり、

その結果、南河内の木綿集散地として一層の地位を確立

できたのであった。

図 2-1 大阪平野の寺内町 1)2) 

図 2-2 街道と富田林 3)4) 

図 2-3 木綿販売価格の比較 5) 
表 2-1 富田林木綿問屋の取引先 6) 

表 2-2 八尾木綿問屋の取引先
（1730～1800）6)
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近江地方の他にも小商人は紀伊国や熊野などに販売先

を持ち、東高野街道を通じて富田林は卓越した販路網を

形成し堅持することができた。

（３）近代における歴史的市街地の残存特性：昭和 10
年頃の富田林は商業店舗が立ち並び、商業地として繁栄

していた（図 2-4）。しかし、昭和 47年頃になると全体
的に商業店舗は減少し、特に富田林街道以南では減少が

著しい（図 2-5）。これは、旧寺内町の北部に位置する富
田林駅周辺の開発による影響を受けたものである。鉄道

の開通は近代市街地の形成に強く関わっているが、幹線

鉄道（国有鉄道）が開通した八尾市域に比べ、富田林へ

の鉄道は幹線鉄道の支線的な役割であったことや旧寺内

町から北部に離れて設置されたため、鉄道開通による旧

寺内町への市街地化圧力は比較的緩慢であり、このこと

が旧市街地残存に働いたことも見逃せない。

図 2-4 昭和 10年における富田林の商業分布図 7) 

図 2-5 昭和 47年における富田林の商業分布図 8) 

３．現在の住民の保全意識

現在の富田林歴史的市街地に対して住民はどのように

町並みを評価し保全に対する意識を持っているのかにつ

いて、アンケート調査を行った(1)。これによると歴史的・

伝統的・文化的価値

の継承や、行政の積

極的な行動による歴

史的市街地らしい雰

囲気の創出によって

住民の保全意識は向上し、

現在非常に高い保全意識

を住民が保持しているこ

とが分かった（図 3-1・
2・3）。よって、ソフト
面・ハード面の歴史的市

街地の残存には、住民の

強い保全意識とこれを支

えた行政の努力が大きく

関わっていることが分か

った。

４．結論

①中世末に主要街道に貫かれ高い集積を持つ町場を形成

した。②近世から近代初期にかけての繁栄は全国販路を

持つ近江商人と取引を行うなど、地域商人との強固な販

路網の形成と堅持によるものであった。③近代以後にお

いて鉄道開通による都市的開発の影響を大きく受けなか

ったことが歴史的市街地残存の一要因となっていた。④

歴史的な町並みを保存し得た地域社会の要因として住民

の高い保全意識と行政の積極的な保全活動が大きく関わ

った。

富田林は他の地域とは異なる特別な歴史的背景を持つ

ことで、町場として近代に至るまで機能したこと、現代

における住民の保存意識の高さと行政の支援の二大要因

によって歴史的市街地の形成・残存を可能にしたのであ

る（図 4-1）。

図 4-1 歴史的市街地の残存要因
[注釈]
(1)アンケート方法を以下の表に示す。

付表-1 アンケート調査内容

[参考文献]
1)「大阪の街道と道しるべ」 著：武藤善一郎 2)「中世末の畿内にお
ける寺内町の成立と変遷に関する研究」著：日向進他 3)「富田林市史
第二巻」編：富田林市編集委員会 4)「富田林寺内町歴史的町並み保全
計画調査報告書」 出版：富田林市 5)「近世後期河内における木綿流
通の展開」著：金井修平 6)「河内木綿の販路」著：棚橋利光 7)「じ
ないまち瓦版」著：寺内町を守り育てる会 8)「富田林市史第三巻」編：
富田林市編集委員会 他図 3-1 住民の保全意識

図 3-2 旧寺内町に対する住民意識

図 3-3 歴史的市街地の保全理由
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時代

久宝寺

八尾

富田林

商品取引の
　不都合により衰退

鉄道の開通による
開発の波で住宅市街地に
呑み込まれる

特殊な流通経路
により繁栄

開通した鉄道が盲腸線
であったため開発の波
が強く及ばなかった

住民と行政の
高い保全意識

歴史的市街地の残存

実施時期 2,005年10月3１日～11月6日
実施場所 富田林旧寺内町内の第二種保存区域に居住する普通世帯
調査方法 該当世帯にアンケート調査票を配布し、
配票・回収数 アンケート配票数48、回収票45
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